
 第１号議案

          特定非営利活動法人
          京都観光文化を考える会・都草

１．事業の成果

 令和４年度事業報告書

（令和4年4月1日～ 令和5年3月31日）

  今期は、未だに終息の兆しが見えない新型コロナウイルス感染拡大の下にあって、特定非営

利活動法人 京都観光文化を考える会・都草（以下都草）は、会員の皆様の努力に支えられなが

ら堅実に進展してきた。 

  昨年の夏場・冬場もコロナ感染拡大は続き、さらに夏場には熱中症警戒アラートの発令が続

くという厳しい状況だったが、会員の安全性を最優先に考えながら、社会情勢の変化に委縮す

ることなく、常に前向きに事業を展開してきた。 

  ウイズコロナ、アフターコロナという時局を鑑みて、活動全般のデジタル化を可能な限り推

し進めた。具体的にはオンライン会議、オンライン講座、YouTube の利用などが常態化し、結

果的には、都草活動の合理化・効率化がより一層向上した。 

  また、都草のホームページを改修し、「重要なお知らせ」欄の新設や、ホームページから京都

通模擬試験・都草講演会の申し込みが出来るようにした。 

  一方、都草の独自の活動として、映像制作事業『京都 都草のとっておき』では、一昨年制

作した「京都御苑」に続いて、第二作目「水の都・京都」、第三作目「落柿舎」も YouTubeで公

開された。 

こういった時期に、時代の趨勢を洞察し、京都観光の将来における知見をお持ちの京都産業

大学理事で同大学教授の山田啓二氏を顧問にお迎えしたことは、都草にとっては大きな力とな

った。 

なお、今期末（3/31現在）の会員数は373名（個人会員368名・法人会員5社）であり、前期と

比べてほぼ横ばいであった。 

 

京都御所・御苑歴史研究会では、桂宮邸跡一般公開や御苑情報館、新休憩所の新設に伴って、

新しい御苑マップを作成した。また、京都府立京都学歴彩館での都草講演会は2回実施した。6

月は「門跡寺院のひみつ 洛北岩倉 実相院の場合」、12月は「はかる歴史 はかりの神家と枡

の福井家」で、参加者の合計は322名を数えた。さらに、京都検定対策委員会の活動で、令和4

年度に16回目を迎えた都草京都通模擬試験（京都検定1級受験者対象）の総受験者は203名で、

会場受験者75名、自宅受験者128名であった。 

 「明日の京都文化遺産プラットフォーム」との共催による「新春子どもお茶会」を3年ぶりに

実施した。他に「子ども文化教室」計4回も実施し、子どもたちに伝統文化に親しむ機会をつく

った。 

 執筆事業では、4年前よりはじまった白川書院発行『月刊京都』―京都ふしぎの玉手箱―に、

引き続き記事を寄稿している。都草ならではの、幅の広い京都情報を全国の読者に提供し、読

者からは好評を博している。 

   

【社会連携事業】 

10年目となる毎週日曜日開催の京都御苑・御所歴史散策ツアーは、8月は熱中症を警戒して休

みとし、4コースのうちの一つ京都御所コースは9月より再開した。あわせて新人ガイド研修や

御苑の草木に関する勉強会を実施した。 

7年目を迎えた旧議場土曜講座の後半6回を担当し、観桜祭は4年ぶりの開催となった。 

昨夏15回目を迎えた大船鉾ボランティアは、山鉾巡行が行われ、コロナ禍前の活動に戻った。

長年に亘る地道なボランティア活動が認められ、都草代表が山鉾供奉に参加し都大路を練り歩

いた。 

 美化活動は、目標であった年間15回実施を達成した。社寺以外の新たな活動場所を2件開拓し、

用具の充実も図った。参加者が平均35名と、新人会員オリエンテーションでの説明の効果によ

り増加傾向にある。それに伴い部員数・新役員が増え、資材を運搬するための自動車運転者も

確保できた。 
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【会員事業】 
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 ガイド研修は、ガイド活動をする会員のスキルアップを目的として、「話すこと～簡潔に、

分かり易く、正確に」をテーマにコミュニケーション研修を開催した。 

映像プロジェクトでは、都草の視点から会員・一般の方向けにも京都の観光文化の新たな魅

力を情報提供することを目的として、3作品を制作した。都草の知見と人脈を活用しながら、そ
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今後はより多くの会員参加を促していきたい。 

 

【受託事業：案内業務】 

 施設内案内業務は、依然としてコロナ感染拡大状況が続く中、京都府庁旧本館旧知事室旧議

場が、1団体5名の事前予約制などウイズコロナでの公開となり、通常とは異なる状況での業務

となった。令和4年は規模を縮小した観芸祭、文化庁の移転もあった令和5年3月からは4年ぶり

の観桜祭が開催された。 

ツアーガイド業務は、三井ガーデンホテル京都が9月から毎週金曜日、ホテル周辺案内の開始、

京都東急ホテルは依然中止となっている。京都高齢者大学校のまち歩きは、コロナ禍対策もあ

り8ヶ月間月4回で順調に実施した。 

 

【受託事業：講座業務など】 【受託事業：講座業務など】 

 京都検定対策委員会が講師を務める、京都商工会議所・京都新聞文化センター（株）共催の

京都検定1級対策講習会の受講者は389名、東京会場で1回、京都会場で3回の講習会を行った。

受講者のニーズに合わせた適切な内容の講習を実施し、委員会独自の作成資料は例年通り高い

評価であった。ヤサカ自動車（株）の社員を対象とした「ヤサカ観光講座」は、京都検定受験

対策講習会（京都検定2級及び3級受験者対象）を11回と補講2回を開催し、社内試験用問題を作

成・提出したほか、公開テーマ対策の講習会を追加開催した。G-1グランプリ（京都検定3級団

体戦、12月）ではヤサカ自動車（株）が見事に優勝された。京都駅ビル開発（株）京都検定対

策講習会（京都検定3級受験者対象）を4回実施し、好評であった。 

 京都伝統工芸大学校は、全講座が収録によるオンライン講座で、講師3名が担当した。京都高

齢者大学校については、講演を8回実施した。阪急交通社たびコト塾（大阪）は、オンラインと

対面の併用講座で27回の講座開催となった。一方、阪急交通社たびコト塾（東京）は7回の講座

を開催した。 

 白川書院発行『月刊京都』に連載している“京都ふしぎの玉手箱”は、今期で4年目を迎え、

多くの会員に執筆をお願いしている。 

  

 以上、コロナ感染急拡大により長きに亘る脅威を強いられた今期は、アフターコロナの活動

を充実させるため十全の準備が必要となるデジタル化をさらに強力に推し進めながら、NPO法人

としての社会的貢献と、会員が楽しく、生きがいのある活動ができる場の創出に務めた。 
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２．特定非営利活動に係わる事業の実績

事業名 スタッフ 対象者

三宅八幡宮社 10名 会員 38名

宗像神社 10名 会員 31名

青蓮院門跡 10名 会員 30名

眞如寺 10名 会員 25名

千本ゑんま堂 10名 会員16名

六孫王神社 10名 会員28名

熊野若王子神社 10名 会員22名

武信稲荷神社 10名 会員35名

落柿舎 10名 会員22名

上御霊神社 10名 会員31名

若宮八幡宮社 10名 会員20名

苔香居山口家住
宅

10名 会員26名

白峯神宮 10名 会員30名

御室八十八箇所 10名 会員27名

與杼神社 10名 会員35名

鳥羽離宮周辺 8名 会員39名

吉田神社周辺 8名 会員3５名

観光地等
における
美化活動

京都観光
文化に
関する

調査・報告

事業内容 実施日 実施場所

 第203回 美化活動
　　　　　　　　　　「三宅八幡宮社」

令和4年4月20日

 第204回 美化活動
   「宗像神社（御苑散策とコラボ）」

令和4年5月22日

 第205回 美化活動
                   　　  「青蓮院門跡」

令和4年5月31日

 第206回 美化活動　「眞如寺」 令和4年6月23日

 第207回 美化活動
　　　　　　　　　　「千本ゑんま堂」

令和4年8月3日

 第208回 美化活動
　　　　　　　　　　　　「六孫王神社」

令和4年9月20日

 第209回 美化活動
　　　　　　　　　「熊野若王子神社」

令和4年10月7日

 第210回 美化活動
　　　　　　　　　　「武信稲荷神社」

令和4年10月25日
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令和4年12月23日

 第211回 美化活動　「落柿舎」

 第212回 美化活動
　　　　　　　　　　　　「上御霊神社」

 第213回 美化活動
　　　　　　　　　　 「若宮八幡宮社」

 第214回 美化活動
　　　　　　　 「苔香居山口家住宅」

令和5年1月17日

 第216回 美化活動　「仁和寺」 令和5年2月16日

 第97回 歴史探訪会
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令和4年5月24日

【受託事業：講座業務など】 

 京都検定対策委員会が講師を務める、京都商工会議所・京都新聞文化センター（株）共催の

京都検定1級対策講習会の受講者は389名、東京会場で1回、京都会場で3回の講習会を行った。

受講者のニーズに合わせた適切な内容の講習を実施し、委員会独自の作成資料は例年通り高い

評価であった。ヤサカ自動車（株）の社員を対象とした「ヤサカ観光講座」は、京都検定受験

対策講習会（京都検定2級及び3級受験者対象）を11回と補講2回を開催し、社内試験用問題を作

成・提出したほか、公開テーマ対策の講習会を追加開催した。G-1グランプリ（京都検定3級団

体戦、12月）ではヤサカ自動車（株）が見事に優勝された。京都駅ビル開発（株）京都検定対

策講習会（京都検定3級受験者対象）を4回実施し、好評であった。 
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粟田口周辺 9名 会員35名

烏丸御池から
     市役所まで

9名 会員35名

鳥羽伏見周辺 11名 会員30名

植物園内 7名 会員22名

井手町 9名 会員36名

ひと・まち交流館
京都
ユーチューブ

6名 会員26名

ひと・まち交流館
京都
ユーチューブ

6名 会員20名

ひと・まち交流館
京都
ユーチューブ

6名 会員30名

ひと・まち交流館
京都
ユーチューブ

6名 会員 21名

ひと・まち交流館
京都
ユーチューブ

6名 会員 23名

ひと・まち交流館
京都
ユーチューブ

6名 会員 23名

ひと・まち交流館
京都
ユーチューブ

6名 会員 24名

京都学・歴彩館 17名
会員・一般

207名

京都学・歴彩館 16名
会員・一般

82名

京都市内 3名 会員 26名

西陣の町家・古
武、魚新

3名 会員 27名

旧三井家下鴨別
邸

3名 会員 16名

ひと・まち交流館
京都

2名
/回

約15名
/回

京都御苑・御所
4名
/回

一般 多数

元伊勢三社と
金引きの滝

3名 部員21名

京都観光
文化に
関する

調査・報告

京都御苑・御所案内
令和4年4月～5年3月
毎週日曜日
(8月は除く)

 わくわくバスツアー
「元伊勢」

令和4年5月3日

 第10回　都草講演会
　　「門跡寺院のひみつ
           洛北岩倉 実相院の場合」
　　　　宇野日出生氏

令和4年6月19日

 第11回　都草講演会
　「計量の歴史と京都の神家」
　　　　　伊東宗裕氏

令和4年12月18日

令和5年3月28日

 第98回 歴史探訪会
   ｢粟田口界隈の歴史を辿る
           ～あゝ思い出の京津線～｣

 第99回 歴史探訪会
   ｢はじまりの一歩は御池通から｣

 第100回 歴史探訪会
   ｢激動の伏見！明治維新を行く｣

 第101回 歴史探訪会
   ｢植物園・一世紀の軌跡｣

 第102回 歴史探訪会
   ｢橘氏ゆかりの井堤をゆく｣

令和4年6月11日

令和4年9月28日

令和4年10月27日

令和4年11月29日

 第124回 研究発表会
  「大宮大路末路と若狭街道
　　　（その２）・鳥居と鳥霊信仰｣

令和5年1月30日

 第125回 研究発表会
 「古都門名称変遷と院号門院号・
　　　　　　　　石の博物館京都駅」

令和5年2月2日

 第126回 研究発表会
　「京へ物資を～水運編～
　　　その2・藤原氏の軌跡 その1」

令和5年2月7・24日

 第120回 研究発表会
　「鎌倉殿と北条氏・源氏物語に
                    おける反モデル論｣

令和4年4月22日

 第121回 研究発表会
　「京都の町並み探訪・文学・映画
ロマンの世界に広がる、知られざる
京都大学を巡る｣

令和4年5月26日

 第122回 研究発表会
  「大宮大路末路と若狭街道(その
１)・日本書紀その5｣

令和4年9月15日

 第35回 文化交流会
 ｢紫式部と上京・町の魅力｣

 第36回 文化交流会
 ｢嵯峨御流 いけばなについて｣

 第34回 文化交流会
 ｢京都市動物園と白河院｣

令和4年5月21日

令和4年11月28日

令和4年10月22日

令和5年3月27日

 第11回　都草講座
　　　　　『名所図会を比較しよう』

令和4年3月16日

 第123回 研究発表会
  「京へ物資を～水運編～・ 琵琶湖
疏水松ヶ崎分線の謎・暦から知る京
都の歴史と文化(冬至の頃)｣

4



元伊勢籠神社と
浦嶋神社

3名 部員23名

向日市 3名 部員27名

正面通辺り 3名 部員29名

向日市 3名 部員13名

活動報告 3名 部員16名

アスニー 3名 会員22名

ひと・まち交流館
京都、オンライン

3名 部員

都草事務所 1名 会員7名

京都市内 7名 YouTube

旧知事室等 11名
一般

5903名

旧議場 10名
一般

6403名

京都市内
1名
/回

約15名
/回

徳地café 3名 20名

東寺境内 4名 76名

祇園祭宵々々山 4名 2４名

城巽自治会館 1名 30名

京都御苑 2名 26名

銀閣寺～南禅寺 1名 10名

法界寺～醍醐寺 2名 35名

御所御苑 4名 27名

御所御苑 8名 100名

ヤサカ自動車
（株）会議室

3名
/回

ヤサカ社員
5～10名・

会員9名/回

ヤサカ自動車
（株）会議室

4名
ヤサカ社員

5～10名

ヤサカ自動車
（株）会議室

1名
ヤサカ社員
5～10名・
会員9名

京都経済ｾﾝﾀｰ 6名
一般
96名

京都経済ｾﾝﾀｰ 6名
一般
99名

京都経済ｾﾝﾀｰ 6名
一般
99名

 京のこと語り隊 年数回

京都がたり・茶話会 令和4年4月5日

令和4年7･8・11月
         （11回）

 ヤサカ観光講座補講（3級用） 令和4年6月22日

京都商工会議所・京都新聞文化セ
ンター（株）共催 京都会場
京都検定1級対策講習会

令和4年8月21日

 京都府庁旧本館に係る
    旧議場案内・監視業務

令和4年4月～
　　　　　　令和5年3月

 京都街歩き
令和4年4月～
　令和5年3月（月1回）

第1回徳地塾 令和4年6月9日

椙山女学園案内

京都観光
文化に
関する

調査・報告

年3作

わくわくバスツアー
「丹後一宮元伊勢籠神社と
                                 浦嶋伝説」

令和4年11月12日

わくわくフィールドワーク
　　　　　　　　　　「向日市竹の径」

令和5年3月25日

わくわくフィールドワーク
　　　　　　　　「向日市　桜　散策」

わくわくフィールドワーク
　　　　　　　　　「正面通りを行く」

令和4年4月4日

令和4年6月29日

 コミュニケーション研修 令和4年6月14日

京都 都草のとっておき
　　　　　　　　　　（映像制作事業）

城巽社会福祉協議会講演

クラブツーリズム

受託事業

 京都府庁旧本館に係る
    旧知事室等案内・監視業務

令和4年4月～
　　　　　　令和5年3月

京都商工会議所・京都新聞文化セ
ンター（株）共催京都会場
京都検定1級対策講習会

令和4年9月18日

京都商工会議所・京都新聞文化セ
ンター（株）共催京都会場
京都検定1級対策講習会

 わくわくクラブ　祇園祭研究会 令和4年7月1日

令和5年1月28日

令和5年3月11日

城西国際大学観光学部 令和5年2月2日

令和4年9月10日

近畿日本ツーリスト 令和5年3月31日

野洲商工会女性部会

醍醐もちもちぃんウオーク

 ヤサカ観光講座

 ヤサカ観光講座補講（1級用） 令和4年11月16日

令和4年9月4日

令和4年11月28日

令和4年6月3日

農業大ＯＢガイド 令和4年7月14日
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大正大学 6名
一般
95名

京都駅ビル開発
（株）会議室

6名
約14名

/回

長浜バイオ大学
河原町学舎

8名
一般

約30名/回

長浜バイオ大学
河原町学舎

2名 一般40名

京都市内 64名
一般

約30名/回

京都伝統工芸
大学校

3名
学生

120名/回

市内中心部 1名/回
一般

1～8名/回

市内 24名 一般60名

東福寺 39名 一般 多数

安楽寺 7名 一般 多数

安楽寺 22名 一般 多数

梅田阪急
グランドビル30F
オンライン

1名/回
一般

30～200名/
回

阪急交通社
新橋サービス
センター

4名
一般

30～60名/
回

都草事務所 3名
一般

15～22名/
回

アークホテル
　　　（四条大宮）

3名 一般100名

実践学園と京都
宿泊先ホテル

2名
生徒75名

/回

西陣の町家・古
武

5名
子供
35名

京都市内 3名
子供

8～14名

京都市内 11名 約5万部

四条町会所 35名 一般 多数

京都府庁旧議場 4名
一般68～
70名/回

講座
ひとまち交流館・
自宅

16名
会員・一般

203名

受託事業

京都の
歴史・文化

の紹介

 安楽寺特別公開
令和4年11月5～
　　　12月2日 16日間

 実践学園修学研修(東京)
令和4年9月～11月
　　　　　　　　　（月1回）

新現役ネットオンライン講座

 京都市身体障害者連合会総会・記
念講演

令和4年11月～3月
　　　　　　　　　（4回）

令和4年12月11日

 JTBまちあるき 令和4年4月～9月

 京都高齢者大学校
　　　　　　　　　オープンキャンパス

令和5年2月13日

京都駅ビル開発（株）
京都検定講習会

令和４年9月～11月
　　　　　　　　　（4回）

京都商工会議所・京都新聞文化セ
ンター共催東京会場
京都検定1級対策講習会

令和4年9月24日

 第15回 京都通模擬試験 令和4年10月16日

 月刊京都連載
　　　　　「京都ふしぎの玉手箱」

令和4年4月～
　令和5年3月（月1回）

 大船鉾ボランティア
令和4年7月3日、
　　　　7月20日～23日

 旧議場土曜講座

 阪急交通社　たびコト塾　大阪
　　　　　（オンライン と 対面併用）

 阪急交通社　たびコト塾　東京 年7回

令和4年10月～
　令和5年３月（月1回）

子ども茶会(明日の京都 文化遺産プ
ラットフォームと共催)

令和5年1月5日

子ども文化教室(明日の京都 文化
遺産プラットフォームと共催)

令和4年8月～9月
　　　　　　　　　　(4回）

三井ガーデンホテル
　　　　　　　　　　都草ガイドツアー

令和4年9月～令和5年
3月(毎週金曜日)

 JTB東福寺夜間拝観
令和4年11月18日～
　　　　　　　11月30日

 安楽寺特別公開
令和4年5月1～8日
　　　　　　　　 7日間

 京都高齢者大学校 講座
令和4年4月～
　　令和4年12月(8回）

 京都高齢者大学校
　　　　　ぶらり京都のまち歩き

月4回×8

 京都伝統工芸大学校
　　　　　　京都学講座（オンライン）

令和4年4月～
　　令和4年9月(1５回）

月2回×12+3
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